
・追加・変更された機能や表示変更についてのお知らせです。「取扱説明書」とあわせてお読みください。

●は初期値です。

GY-HM175 ファームウェアアップデート(V0200)について

       AF時にフォーカスリングをまわすと、オートフォーカスポイントを移動させることができます。

■　AF安定性の改善と“AF感度”“顔限定AF”機能を追加しました。

　　　［設定値 ： 高、●中、低］

　

　　　［カメラ機能］→［ユーザーボタン機能設定］→［（顔検出）“顔限定AF”］にてAFを顔優先にする設定が追加されました。
　　　［設定値 ： 入、●切］

　　　　メモ ：

　オートフォーカス（AF）性能改善

　　・ メニュー“AF感度”の追加
　　　［カメラ機能］→［AF感度］にて撮影対象の変化にAFが反応する度合い設定が追加されました。

　　・ メニュー“顔限定AF”の追加

        高 ： 敏感、中 ： 通常、低 ： 鈍感

　　　　します。顔検出できないときには、マニュアルフォーカスに切り替わります。
　　　  “入”にすると顔検出アイコンの右に“ONLY”の表示が出て、オートフォーカス動作は顔検出されているときのみ実行

　　　【 変更後 】 現在選択しているエリアの枠のみ表示されます。
　　　　　　　　　 　エリアは、左端 ～ 中央 ～ 右端まで１５か所から選択可能です。

　　　【 変更前 】 ３つのエリア枠が表示され、選択している個所をオレンジ色、それ以外を青色で表現していました。

　　・ AFアシスト（エリア）の選択範囲を拡張
　　　［カメラ機能］→［AFアシスト］→［エリア］に設定した際の選択可能エリアを３か所から１５か所に拡張しました。



■ フルオートモードでの制御内容を変更し性能を改善しました。

　手振れ補正性能の強化

■ 従来の光学式手振れ補正に、新たに電子式手振れ補正機能を併用することで、手振れ補正の性能を強化しました。

　　これに伴い（手振れ補正）レベル設定は、“手振れ補正”設定に統合され、新たに“電子式手振れ補正併用”設定が追加

　　また、［ユーザーボタン機能設定］で割付可能な“手振れ補正”の設定を“入”⇔“切”から、
　　されました。

　　　［カメラ機能］→［（手振れ補正）“電子式手振れ補正併用”］
　　　［設定値 ： 入、●切］

　　　　メモ ：

　　“切”→“通常”→“高感度”→“切”・・・に変更しました。

　　　［カメラ機能］→［手振れ補正］
　　　［設定値 ： 高感度、●通常、切］

　　・ “電子式手振れ補正併用”の追加

　　・ “手振れ補正”の変更

　　　　・ 設定に応じてアイコンが変化します。

　　　　　“切”にすることをおすすめします。

　　　　・ フルオート時は、自動で最適なシャッタースピードに設定します。

　　　　・ “手振れ補正”の設定に関わらず、“電子式手振れ補正併用”が“入”の場合、画角が狭くなります。

　　　　・ 電子式手振れ補正は、1/250より速いシャッタースピードで最も有効に補正します。

　　　　　※ 光学式“手振れ補正”は動作します。

　　　  ・ 三脚などに固定して動きの少ない被写体を撮影される場合は、“手振れ補正”と“電子式手振れ補正併用”を

　　　　　※ 35mm換算で29.6mm～355mm → 34.8mm～446.7mm
          ※ ズーム位置を示すZ表示がZ00～ → Z10～ となります。

　　　　・ 記録設定が“4K”または“High-Speed”の場合、“電子式手振れ補正併用”が“切”に固定され選択できません。

　　　［LCD/VF設定］→［表示設定］→［NDフィルター］→［表示設定］を“入＋アシスト”にすることで、NDフィルターの推奨

　　　・ ［カメラ機能］→［オートアイリス開放制限］
　　　・ ［カメラ機能］→［オートアイリス最少制限］
　　　・ ［カメラ機能］→［フリッカー補正］

　　・ “オートアイリス最少制限”
　　また、これに伴い下記設定の初期値を変更しました。

　フルオート時の色再現性能の改善

　　  ・ 特にLED照明などの強い単波長光源下での撮影に効果があります。
　　　・ ［FULL AUTO］　フルオート切り換えボタンで“フルオートモード”にすることで機能します。

　フルオート動作改善

■　フルオートの時により自然な色合いになるように自動補正の性能向上を図りました。

　　　設定を表示します。

　　　［カメラ機能］→［オートアイリス最少制限］
　　　［設定値 ： F4、F5.6、●F8、F11］

　　・ “NDアシスト”
　　　［LCD/VF設定］→［表示設定］→［NDフィルター］→［表示設定］
　　　［設定値 ： ●入＋アシスト、入、切］
　　　　メモ ：

　　　・ ［カメラ機能］→［EEI動作制限］
　　　・ ［カメラ機能］→［AGC上限］
　　カメラが自動で最適な設定をするため、下記メニュー項目は“---”表示となります。



　ソフトウェアキーボード ショートカット追加

　　　・ 設定されているユーザーボタンを押すことで、カーソルを移動せずに機能を利用することができます。
■ ソフトウェアキーボードの機能キーにショートカットボタンを設定しました。

　　　［設定値 ： ●切、1、2］

　　　切 ： イーズ動作しません。

    < ご注意 >
　　　・ “１”または“２”に設定時に、素早くズーム動作させたい場合は、リモコンのズームレバーを一気に押し込んでください。
　　　　イーズ動作を“キャンセル”して素早くズーム動作します。

　　　１  ： イーズ動作を行います。

　　　　ただし、ご使用のリモコンの機種、またはリモコンの設定により“キャンセル動作”を行わない場合があります。

　　　※ リモコンは別売品です。「動作検証済リモコンユニット」につきましては、弊社ホームページをご確認ください。

　　　２  ： イーズ動作を行います。（最大動作速度が設定“１”の半分程度となります。）

　　　滑らかに（イーズ）動作させることができます。

　REMOTEズームイーズ機能の追加

■ REMOTEズームイーズ機能を追加しました。

　　・ ［カメラ機能］→［ユーザーボタン機能設定］→［REMOTEズームイーズ］を設定することでリモコン※によるズーム操作を

(例)

LOLUX/3ボタンを押すと、 入力位置が左に移動

C.REVIEW/4ボタンを押すと、入力位置が右に移動

ZEBRA/5ボタンを押すと、一文字削除

OIS/6ボタンを押すと、文字種変更


